
リスクマネジメントの観点を組み込んだ維持管理の持続性向上手法に関する研究
～社会資本に共通する維持管理の評価軸の確立に向けて～

我が国の社会資本ストックは、高度経済成長期などに集中的に整備され、今後、急速に老

朽化することが懸念されている。一方、施設管理に投入可能な資源は、財政面や人材面等で

縮減されていくことは必至である。このような状況の下、社会資本の維持管理・更新を、効

率的、効果的かつ合理的に進めていくことが喫緊の課題となっている。しかしながら、各分

野において長寿命化計画の策定が確実に進められているものの、どのようにPDCAサイクルを

持続させるのかという観点や、日常維持管理で対応困難なリスクをどの程度見込むのか等か

らの検討は、十分には図られていない状況にある。

そのため、各分野（道路、河川等）の維持管理の取組を分野横断的に比較するとともに、

それに持続性の観点を含むアセットマネジメントの国際規格ISO5500Xやリスクマネジメント

の観点を取り入れ、より実効性のある維持管理のPDCAサイクルへ改善する手法を構築する。

研究内容 維持管理・更新を合理的かつシステマチック（体系的・規則的）に行うため、分野

横断的に俯瞰し体系化を図る。また、維持管理の評価軸に持続性とリスクマネジメン

トの観点を取り入れ、各分野に共通のフレームワーク（一般的に求められる維持管

理のひな形と水準）と簡便な評価ツール（フレームワークと現状の差異を判断し過不

足を評価する手法）を提示する。

一般的な維持管理・更新のＰＤＣＡサイクル（イメージ）
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【研究内容②】
＜リスク評価手法の導入＞
● 未知・未発見のリスクを含む

リスク評価手法の構築

■点検・診断の実施
■データベースの

構築

■維持管理計画
の策定

■健全度評価
■劣化進行予測

下水道分野の
PDCA

道路分野の
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河川分野の
PDCA 【研究内容①】＜維持管理の体系化＞

● PDCA全体での分野横断的な比較
● 各分野共通のフレームワークの作成

■補強対策
の評価

【研究内容③】＜評価ツールの視点(例)＞
● 点検、モニタリング、データベース

分析などの管理者支援体制
● 管理水準を明確化した業務プロセス
● データベースの使用環境 etc.
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